
一
、
越
後
長
政
山
中
の
奇
歎

貞
享
元
年
五
月
四
日
越
後
長
抽
出
陀
て
、
去
年
山
中
に
て
抑
候
脊
獄
之

事
相
野
候
庭
医
、
中
の
股
と
て
三
県
宇
奥
山
花
、
三
凶
年
以
前
よ
り

或
は
裁
を
抽
出
ん
震
に
入
者
、
或
は
放
を
折
に
入
者
、
毎
K
潟
s
此
駄
-
命

可
観
小
股
怨
刈
ーん，、

台

笥

恥

椋

御

暫
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守

仰
宛
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町
寸

術
現
様
御
告
の
第
十
一
一
辿

内

=
泊
家
来
中
村
進
角
所
持
御
苑
所
中
村
例
者
守

一
泊
出
家
来
湖
お
京
所
持
御
宛
所
松
平
越
後
守

一
通
家
来
不
破
彦
三
所
持
御
苑
所
不
破
彦
三

ニ
通
家
来
不
破
阪
六
所
持
御
宛
所
不
破
源
六

一
通
家
来
不
破
勘
七
所
持
御
苑
所
不
破
削
六

一
通

同

入

所

持

御
苑
所
不
破
が
六
親
類
中

一
週
家
来
高
橋
九
左
衛
門
所
持

事
と
も
せ
宇
、
終
に
死
た
り
。
年
は
六
十
二
三
歳
な
り
。
共
後
叉
人
夫

主
似
促
し
て
、
保
よ
り
木
を
伐
て
下
へ
携
下
さ
ん
と
し
け
る
に
、
彼

政
見
え
け
る
故
に
狛
推
下
し
、

内川
銃
に
て
一
閃
陀
打
立
て
途
K
殺
し

六
七
九

け
れ
ど
も
、
皆
見
聞
の
み
し
て
逃
去
て
敢
て
救
ふ
も
の
人
も
な
し
。

三
度
に
及

τ途
に
引
去
ろ
し
、
獄
の
民
主
食
ふ
が
如

t
蜘
で
走
る
。

其
内
民
も
よ
れ
や
/
¥
と
叫
び
な
が
ら
、
脇
指
に
て
突
き
た
れ
ど
も

武
士
の
流
の
由
。
越
後
守
殿
の
時
代
、
家
中
に
阿
姓
の
士
も
あ
り

今
も
新
端
正
問
陀
う
し
き
氏
の
者
あ
り
。
此
吉
十
郎
人
夫
よ
り
引
下
て

走
り
け
る
に
、
間
近

t
飛
来
る
が
故
小
さ
き
木
へ
か
け
登
り
け
る
に
、

敏
感
飛
付
た
り
し
を
は
た
と
蹴
た
れ
ば
、
雨
皮
は
崎
務
し
た
り
。
彼

駄
怒
り
肌
る
間
同
錦
の
如

t
凄
じ
〈
響
き
た
り
。
よ
れ
や
/
¥
と
呼
り

主
宰
て
山
中
へ
入
る
所
陀
、
彼
松
山
現
す
。
人
夫
皆
敗
走
す
。
愛
陀

中
の
股
陀
吉
十
郎
と
云
者
あ
り
。
力
量
紫
に
秀
で
、
凡
十
人
前
広
て

持
つ
梁
材
を
も
、
容
易
持
つ
ほ
ど
の
者
也
。
父
は
う
し
き
平
左
衛
門

と
て
、
相
刑
左
術
門
格
段
時
代
に
は
小
株
主
も
領
せ
し
者
陀
て
、
元
来

を
扱
ヂ
。
次
第
陀
塁
近

t
出
て
筈
を
な
す
放
に
、

山
中
広
入
る
の
業

を
止
む
。
此
趣
を
愁
訴
ふ
。
困
て
去
年
列
卒
主
催
し
て
狩
ら
し
む
べ

し
と
て
、
御
代
官
附
上
次
郎
兵
衛
・
八
木
伊
兵
術
?
仰
せ
ら
れ
、
人
夫
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候
問
、
可
承
世
出
口
被
仰
山
候
。

て

吉

川
惟
足
謝
恩
の
歌

可
観
小
殻
品
世
刈
六

央
村
兵
部
俄
前
々
仰
老
中
御
山
の
師
、
需
御
迎
大
御
門
の
外
迄
罷
削

候
。
此
度
も
共
通
り
に
可
仕
や
の
旨
伺
候
底
、
此
以
前
本
多
美
作
守

殿
・岡
田
堕
前
守
殿
諸
事
肝
前
…
の
時
分
、
上
伎
の
節
御
式
姦
者
人
引

入
候
儀
、
或

もは
御
家
老
・間
帯
仙
寺
御
門
前
迄
罷
出
候
俄
御
指
固
有
之

候
。
夫
よ
り
格
に
成
候
。
此
俄
御
信
用
に
不
被
思
召
候
。
但
上
伎
の

節
は
御
門
外
へ
館
山
仮
共
、
常
々
御
老
中
御
山
の
仰
は
、
治
以
て
可

能
出
事
と
は
不
被
思
召
候
故
、
4

ん
と
は
難
被
仰
出
候
。
然
北
ハ
跡
土
ι

椋
に
仕
来
る
都
陀
候
は
ど
、
先
づ
共
通
り
陀
成
共
可
仕
旨
被
仰
山
候
。

間
人
承
之
、
お
の
忠
召
に
も
候
は
ど
、
大
御
門
外
へ
館
山
候
儀
銑
て

勲
心
得
候
。

中
御
門
の
外
、
又
は
御
玄
闘
前
な
ど
へ
も
可
能
川
候
や
、

今
一
往
得
御
内
意
度
旨
K
付
、
則
共
趣
建
御
服
地
候
庭
、
中
御
門
と
候

へ
ば
手
が
付
結
何
あ
し

t
候
僚
、
一
向
前
の
泊
り
大
御
門
の
外
可
mm

候
。
此
度
は
先
づ
此
泊
に
候
。
脇
h
k

の
桜
子
な
ど
も
坊
主
な
ど
可
有

等
也
。

一
、
家
出
雌
・秀
忠
二
公
の
感
赦

点
字
元
年
四
月
廿
五
目
、
共
同
制
阿
部
盟
後
守
搬
・淵
問
下
総
守
殿
よ

り
被
仰
波
候
。
御
先
代
御
感
赦
勾
御
家
中
広
所
摘
の
者
候
は
Y
、
お

可
指
上
の
回
日
陀
付
各
差
上
。
土
師
消
太
夫
邸
中
之
沼
山
梨
、
以
御
使
者

一
知
仰
封
印
を
以
て
剛
品後
守
山
胤
迄
被
浩
之
。
御
本
紙
は
毘
て
御
左
布

次
第
、
可
被
指
上
の
旨
被
仰
逝
候
。
共
御
目
録
如
左
。

先

惟
足
の
歌
忙
付
て
忠
ひ
い
づ
る
陀
任
て
一
一
花
之
。

て
蔚
勝
四
郎
兵
衛
似
来
の
文
建

天
和
三
年
十
月
御
徒
小
頭
郡
勝
四
郎
兵
衛
、
系
聞
所
持
仕
候
干
の
旨

御
野
有
之
候
。
共
同
制
奇
酋
左
平
次
邸
中
之
相
容
候
成
、
系
聞
は
所
持
不

仕
候
。
文
帯
は
少
々
仰
世
帯
仕
候
旨
陀
て
、
二
十
泊
別
入
御
党
候
。
共

内
元
弘
の
切
倫
旨
持
品
ヰ
氏
公
共
外
公
方
家
制
刊
の
物
及
府
藤
加
川
副
作
寸
へ

大
館
常
輿
よ
り
普
粉
、
車
向
…
勝
四
郎
へ
制
川
兵
部
大
綱
勝
孝
よ
り
書
翰

是
や
と
の
天
の
羽
衣
な
で
つ
く
す
い
は
ほ
の
か
と
口
剰
が
世
迄
に

究
平
の
菊
合
の
時
や
ら
ん
、
洲
山
山
の
縫
も
の
陀
し
た
る
歌
に
、
京
が

世
は
天
の
mm
衣
ま
れ
に
き
て
な
づ
と
も
つ
き
ぬ
い
は
ほ
た
ら
な
ん
、

六
七
八




